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概要  

本研究では，はじめにインターネットの普及による伝統的な公共図書館のサービスの変化を  

幾つかの例を通して調査した結果，アジア地域で発信される優れた情報資源をアジアの言語で  

紹介することの重要性に気づいた．そこで，本研究では，日・中・韓3カ国語のいずれかで表さ  

れた資料で，かつ公共図書館の視点から有用であると認められる資料をウェブから収集し，それ  

ぞれについての紹介をこの3カ国語と英語で行うInternetPublicLibraryAsiaの構築を進めた．  

本システムで使うメタデータスキーマはDC（DublinCoreMetadataElementSet）（1】と  
IMS（InstitutionalManagementSystem）［2］を基に作成し，多言語メタデータは日・中・韓を母国  
語とする作成者による協調作業で作成する．また，ここではメタデータだけではなく，利用者が  

母国語を用いて検索できるようにユーザインタフェースも多言語で提供している．メタデータ  

の記述にはXMLを用い，記述したメタデータはPostgreSQLを用いてデータベース化した．多言  

語ユーザインタフェースの実現にはⅩSLT等の技術を利用している．   
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Abstract   

Firstofarl，ChangesjntheservicesprovidedbythetraditionalpubJiclibraryduetothe  
SPread ofthe】nternetwerejnvestigated，anditwasdefinedthatjtwasimportantto  

introducegoodquarityAsianresourcesbyAsianlanguages．Asa resuIt，thelnternet  

Pub＝c LibraryAsiawhich collectsJapanese，Chinese，and Koreanwebresourcesthat  

arerecognizedasbeing usefuIfromviewpointofpublicribraryandintroducesthemin  
thesethreeJanguagesin addjtiontoEng）jshhasbeencreated．  

lnthisstudy，metadataschemabased onthe DubIinCore Metadata EIementSetandIMS  
（JnstitutjonaJManagementSystem）werecreated．  

For this study，Japanese，Chinese，and Korean metadataimpJementors cooperated to  

Create multi［ingua）metadata based on the abovemetadata schema．  

Themetadataweredescribedus，ngXMLanddepositedintoadatabaseusing  

PostgreSQL・fn addition，thisstudyresearchesmult＝nguaJuserinterfaceswhichcan  

Performsearchesindependentoftheuser．sfanguage・TechnoIogfeSSuCh asXSLTwere  

uti［izedtocreatethemuJt川ngualuserinterface．   

Keyword＄  
InternetPublicLibraryAsia，MuItiJingualmetadata，MuJtiIingualsubjectgateway，  

Cooperativeworking  
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1。はじめに   

InternetPublicLibrary（以下IPL）【3］は，1995年ミシガン大学SchoolofInformation（SI）での授  
業から始められた試みで，インターネット上に公共図書館を実現させるために構築されたもの  
である・現在まで200名■以上の学生達がIPLの構築及び様々なサービスに参加してき，世界各国  

から数十人のボランティア司書たちもIPLの「AskaQuestionService」でレファレンス質問に  
答えてくれている・2002年2月現在で，IPLには約40，000件の情報資源や参考サービスに関  

するデータが収録されている．   

これまでミシガン大学のSchoolofInformationや図書館と本学の間で共同研究が行ってきた  

ことから，昨年度より本学附属図書館においてIPLのミラーサイトr4】を稼動させている．このよ  

うな背景から，現在インターネット上の公共図書館に関する研究を行っている【5】．そのような研  

究に関連して，本研究ではアジアにおけるインターネット上の情報資源を対象とした公共図書  
館向けサブジェクトゲートウェイを日・中・韓3ケ国語によって試作することを目的とする．本  

研究ではこのシステムをInternetPublicLibrary－Asia（以下IPしAsia）と呼ぶことにした．   

本稿では，はじめにインターネットの普及による伝統的な公共図書館のサービスの変化を幾  

つかの例を通して調査した結果を報告し，IPレAsiaにおける多言語メタデータやその作成方法，  

メタデータ記述規則，そしてIPトAsiaを構成するためのツール及び実例について述べる．  

2．公共図書館とインターネット   

2．1インターネットの普及による公共図書館サービスの変化  

世界最初の公共（公立）図書館のウェブページはフィンランドのヘルシンキ市立図書館であ  
ると言われており，インディアナ州のセントジョセフ公立図書館が1994年3月14日にアメリ  
カの公立図書館として初めてウェブページを立ち上げた．アメリカの公共図書館がいっごろか  
らインターネットを導入したかは明確にされてないが，L．リウが「インターネット，図書館，情  

報サービス」という本で1994年から図書館とインターネットに関する文献が爆発的に増加した  
と述べていることから，この頃から図書館でのインターネット接続が一般的になったのではな  
いかと推測できる【6】．   

日本の場合も公共図書館でのインターネット導入時期は明確にされてないが，平成11年，文  
部省生涯学習局学習情報課で行った全国公共図書館のコンピュータ利用調査r7】によると，全国公  

共図書館のうち，ホームページを開設しインターネット上で公開している館が都道府県立  

66．7％，市（区）立26．1％，町村立13．2％であり，インターネットコンビュ←タを利用者に開放して  
いる図書館は図書館全体の7．8％となっている．これは平成10年IgIのホームページを開設しイン  
ターネット上で公開している館が都道府県立45．0％，市（区）立14．8％，町村立6．2％で，インター  
ネットコンピュータを利用者に開放している図書館は図書館全体の3．5％である事に比べると随  
分多くなっている事が分かる．このような数字の変化から，近年になって公共図書館でのインタ  

ーネット利用が急速に広がっているという事が推測できる．   

韓国でのインターネット普及率は，31．2％で，この3年間に20ポイント増加している．家庭の  
パソコンを使用しているインターネットユーザのうち51．6％がDSL回線を利用している．さら  
には，インターネットマンションなどでの専用線は11．9％，CATVインターネットは7．5％で，高  
速情報通信インフラへの指向性が高いと発表している．しかし，公共図書館でのインターネット  

普及率はとても低く，韓国図書館協会の統計によると公共図書館381館のうち，マルチメディア  
コンピュータ室を備えている図書館は172館で45．1％に過ぎない．また，総コンピュータ数は  
685台で1館あたり平均4台ほどである．2000年12月に「図書館情報化政策」が発表され，2002  
年まで3千68億ウォンをかけて図書館情報化のためのディジタル環境作りに力を注いでいる【9】   

このような変化に伴い，最近公共図書館では従来の伝統的なサービスに加えてインターネッ  
ト向けサービスを導入し，一層多様なサービスを提供している．公共図書館でインターネットを  

用いて行っているサービスは，大きく「図書館ホームページの立ち上げ」，「インターネットレフ  

ァレンスサービス」，「電子化サービス」などがある．以下ではこれらのサービスについて例を挙  

げながら簡単に説明する．  
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2．1．1図書館ホームページの立ち上げ   

自館のホームページを立ち上げ，そのホームページを通して様々なサービスを行う試みで，現  

在の公共図書館で一番盛んに行われているサービスである．このようなホームページを通して  

提供する情報は，「自館の利用案内・広報」，「自館で作成する情報データベース」，「図書館が  

外部から導入した情報」，「その他の情報」，「外部のネットワーク情報資源に対するリンク」  
【10】などがある．   

2．1．2インターネットレファレンスサービス   

図書館のホームページが一般化されるにつれ，ホームページを用いた公共図書館でのレファ  

レンスサービスが盛んになり，最近ではその方法も多様になっている．現在ウェブ上で行ってい  

る一般的なインターネットレファレンスサービスは，「電子メールレファレンスサービス」，「ウェ  

ブベー ス図書館自律学習」，「ウェブベースレファレンス情報源構築」，「インタいネット基盤  

レファレンスサービスの相互協力と分担」などが挙げられる．   

2．1．3電子化サービス   

ここ数年，大学の図書館を中心としていくつかの電子化プロジェクトが実施されてきたが，公  

共図書館においても徐々に所蔵資料の電子化が行なわれようになってきた．特に自館が所有し  
ている貴重資料に対する電子化が盛んになり，その電子化される資料の種類も絵図，絵巻物，双  

六，錦絵，版画，古文書等で様々である．   

2．2 インターネット上での公共図書館機能の実現の取り組み  

現代，ウェブ上で利用可能な情報資源は増えつつあるが，その反面，優れた情報資源を効率よ  

く探し出すことは段々難しくなっている．このような現状の対案として世界の各地でインター  

ネット上での公共図書館の実現への取り組みがなされている．ここでは，その例としてアメリカ  

のInternetPublicLibraryと韓国のInternetPublicLibraryKoreaについて簡単に紹介する．  

2．2．1ミシガン大学のInternetPublicLibrary（アメリカ）r3J  
Internet Public Library はアメリカのミシガン大学（the SchoolofInformation at the  

UniversityofMichigan）で1995年から始められたプロジェクトであり，インタ山ネット上に  

ある最初の公共図書館である．このIPLプロジェクトは，一般市民に公共的なサービスを提  

供する事と同時に，学生らにディジタル時代の司書の役割について学ぶようにする事を目的  

としている．これまで約4万件のウェブ資料に対するメタデータを作成し，利用者の利用を  
図っている．   

サービス内容は，「レファレンスサービス（Reference）」，「展示会（Exhibits）」，「司書の  
ためのページ（EspeciallyforLibrarians）」，「シリアル（MagazinesandSerials）」，「新聞  
（Newspapers）」，「オンラインテキスト（OnlineT甲tS）」，「ウェブサーチエンジン（Web  
Searching）」，「児童（Youth）」，「青少年（Teen）」である．  

2．2．2成均館大学のInternetPublicLibraryKorea（韓国）Ill］  

韓国の成均館大学で作られたもので，2000年9月からサービスを開始した．ミシガン大学の  
InternetPublicLibraryと同様に，～般市民への良質の情報提供サービスのためだけではなく，イ  

ンターネット公共図書館を実際にデザイン・構築する過程から現れる問題などについて学び，  
経験を蓄積していくことも目的として作られた．サービス内容は「児童」，「青少年」，「女性」，「オ  
ンライン作品」，「展示会」である．   

ヱ．3多言語資渡へのアクセス支援  

公共図書館の蔵書と同様にウェブ上には様々な言語で書かれた多くの多言語情報資源が  

ある・その内容は，学習用の情報資源から余暇時間を楽しめる娯楽情報資源まで，とても多様  
である・しかし，たいていの利用者は外国語の入力が不可能な環境にいる場合が多く，また，  
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外国語に対する知識がない場合がほとんどである．そのため，多くの多言語情報資源は，利用  
されにくい状況である．   

そこで本研究では、このような多言語情報資源にアクセスするための支援ツールが強く  
求められていると考え，多言語メタデー タと多言語ユーザインタフェースの機能を持つ  

IPしAsiaを提案し，実現を進めた．   
本研究では，一つの情報資源に対するメタデータを多言語で作成し，利用者に多言語エー  

ザインタフエースと共に提供することにより利用者は外国語を入力できない環境でもその  
外国語に書かれた情報資源の検索が可能になり，また，外国語に対する知識がない場合でも  
その国の資料現況把握が可能になる．こうした観点からIPしAsiaでは，多言語によるメタデ  
ータ作成を進めた．   

次に，IPL－Asiaを実現するために行った作業やIPしAsiaの特徴等について説明する．  

3．InternetPublicLibrary  

3．1情報資源選定方法と基準  

インターネットでは誰もが情報の提供者になることができる．また安い費用で膨大なデータ  

ベースの情報資源を利用できる機会を与えている．しかし一方では，質的に統制されないウェブ  
資源の増加のため，多くの利用者は戸惑いを感じている．印刷資料においても低質の出版物が数  
多く出版され，これに対する問題が深刻になっていることが現状であるが，公共図書館がフィル  
タの役割を果たしている．すなわち，伝統的な公共図書館は自館なりの図書選択基準を用い，選書  

をおこなっているため，良質の資料による利用者サービが可能である．しかし，ウェブ資料に対  
する具体的な基準を用いて資料を選定し，利用者に提供しているサービスはそれほど多くない．   

良質のウェブ資料を利用者に提供するためには，まず資料選定基準を明確に定める必要があ  
る．これまで，ウェブ資料を評価するための多様な評価要素と方法等を提示した研究が多く行わ  
れてきた．   

ウェブ資料を評価したほとんどの研究において用いられている方法は「評価基準の選定を通  

した評価方法」であり，これは厳選された評価基準を利用してウェブ情報資源の品質を評価す  
る方法である．これ以外の方法としてはウェブサイトを利用者がどれだけ訪問・利用している  
のかに対するデータを収集・分析・評価するためのソフトを利用する「自動化評価方法」，特  
定の主題の概念的な構造が明確になっているかを評価するために使われる「概念マッピング」，  
「オンラインサーベイ方法」等があるI12】   

本研究では，この方法の中から「評価基準の選定を通した評価方法」を用い，良質のウェブ資料  

の選定を行った．以下にIPしAsiaで使用する「資料選定基準」について述べる．  

3．1．1情報資源選定基準   
内容と公共性などの側面から見て，インターネット公共図書館の性格に適合であると考え  

られる情報資源の中から「接近性」，「有用性」，「信頼性」，「最新性」の面から評価し，資料選定基  
準を定めた．  

表1情報資源選定基準  

項 目   内  容   

・   商用広告が少なく，ウェブサイトにアクセスしやすいか．  
・   

接近性  
無料であるのか，有料であるか．ウェブサイトで費用を確認でき  

るか．  

●  サイト内の移動が自由であるか．   

・   主題分野が明確に表れているのか．  

有用性  
・   利用対象を明確にしているのか．  

・   情報が安定的であるのか．  

・   主題分野が利用者に適合であるのか，新しい情報があるのか．   
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表l情報資源選定基準の続き  

●  各利用層に情緒的・教育的に有益な良質の情報資源であるの  
か．   

○  権威のある団体或は機関から作られたページであるのか．  
信頼性  。   もし，個人が作ったページであれば，その人の名前，所属，電子メ  

ー ルアドレス等の連絡先が明確であるのか．   

最新性   
・   絶えず更新されていて，それに対する記録があるのか．  

●  時代遅れの情報を扱っていないのか．   

3．2メタデータスキーマ  

本研究では，多言語メタデータを記述するためにいくつかのメタデータの調査を行い，Dublin  

CoreMetadataElementSetとIMS（InstitutionalManagementSystem）を基にメタデータスキ  
ーマを作成し，必須エレメントと選択エレメントに分類した．以下は，本システムで使用す  

る17エレメントである．  

表2メタデータスキーマ  

エレメント  説  明   

Title   
Main－Title   情報資源に与えられた主なるタイトル  

タイトル関連の情報で，メインタイトルに対する  
Sub－Title  

もの以外に，並列タイトル等のようなもの．   
Creator  情報資源の内容に関して責任を持つ人または組織   

Current   
Publisher  

情報資源を現在の形態にしたもので，現存名  

01d   
情報資源を現在の形態にした団体の旧名や略称を  
記述するとき利用する   

Identifier  
情報資源を一意に識別するための番号あるいは名  
前．uRL，雑誌名など   

情報資源の内容に関する記述．アブストラクト，イ  
Long  メージデ  

Description  
ータの説明などで7行以上のロングア  

ブストラクト  

Short   
情報資源の内容に関する記述で，longdescription  
を3行前後に短くしたもの．   

Type  情報資源のカテゴリ   

Format  情報資源のデータ形式．HTML，ⅩMLなど   
Language  情報資源の内容を記述している言語   

現在の形で利用できるようになった日付，または  
Date  現在の形の資源に対して初めてメタデータを付与  

した日付   

Entry   
Metametadata  

メタデータの作成日  
Language   メタデータの記述に用いられた言語  

Contributors  メタデータの作成者   

Audience  情報資源の対象  

Agerange   情報資源に対象年齢   

Subject  
情報資源に述べられたトピック  

UlDC Code UDC番号   
Temporal   

Coverage  
情報資源に関連した時間的な情報  

Spatial   情報資源に関連した空間的な情報   

Cost   
情報資源の利用時，料金を払うかどうかに関する  
記述  

Rights  

Restrict   
情報資源の利用時，料金を払うかどうかに関する  
記述  

Copyrights   著作権に関する記述   
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表2メタデータスキーマの続き  

IsVersionOf■   
記述された情報資源はレファレンス資料のあるバ  
ージン 

，叫部，あるいは改作物  

HasVersion   
記述されたりソースはバージョン，一部（edilion），  

あるいは改作物  

IsReplacedBy   
記述されたりソースはレファレンス資料に対置，  

または取り代われる．  

Replaces   
記述された情報資源はレファレンス資料を対置，  
または取り代わる．  

IsRequiredBy   
記述されたりソースはレファレンス資料によって  

物理的，あるいは論理的に必要とされる  

記述されたりソースはその機能，伝達，または内容  

Requires  の首尾一貫性のためにレファレンス資料を必要と  

する．  

IsPartOf   
記述された情報資源はレファレンス資料の物理的，  
あるいは・論理的な一部である．  

HasPart   
記述された資料は物理的，あるいは論理的に含ん  
でいる．  

IsReferencedBy   
記述されたりソースはレファレンス資料によって  

参考，引用，または指摘された．  

References   
記述されたりソースはレファレンス資料を参考，  
引用，または指摘した．  

記述されている情報資源の知的中身はレフアレン  
IsFormatOf      ス資料と同じであるが，異なるフォーマットにな  

っている．  

記述されたりソースはレファレンス資料より前に  

HasFormat  存在していた．それからこれは同じ内容で異なる  
フォーマットを持っていた．   

Source  
記述された情報資源の出所となった情報資源を－  
意に示す番号もしくは文字列   

Editor   情報資源の編集者  

Translator   
Contributor  

情報資源の翻訳者  

IlIustrator   情報資源の挿画家  

Designer   情報資源のウェブデザイナ   

3．3多言語メタデータ   

インターネット情報資源の重要性を認知して，早くからアメリカのLC（LibraryofCongress），  
OCLC（Online Computer Library Center），IFLA（InternationalFederation of Library  

Associations andInstitutions）のような目録関連機関では，ウェブ情報資渡の記述に対するメタ  

データ作成の試みが行われて来た．最近ではアメリカだけではなく，世界各地でメタデータの研  
究が盛んになっている．   

ウェブ情報資源は同じURLを持っていても時間が経つにつれその内容が変わったり，削除さ  
れたりするので，ウェブ情報資源の記述，いわばメタデータの役割は重要であると言える．メタ  
データは現在利用できる情報資源の発見だけではなく，過去にどのような情報資源が存在して  
いたのかを習得する事にも役に立つので，特に現代のように情報の安全性が低い時代にはもっ  
とも必要とされると考えられる．   

メタデータは，普通一つの言語で記述されているが，IPしAsiaでは多言語情報資源の発見を支  
援するために一つのメタデータレコードを日本語，中国語，韓国語，英語で記述する，いわゆる多  
言語メタデータを用いる．   

一つの情報資源に対するメタデ←タを日・中・韓・英で作成し，利用者に提供することによ  
って利用者は外国語を入力できない環境でもその外国語に書かれた情報資源の検索が可能にな  
り，その外国語に対する知識がない場合でもその国の資料現況把握が可能になる．もちろん，外  
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国語で書かれた資料を要求する利用者にその国の言葉を知らなくても多言語で書かれたメタデ  
ータを利用し，利用者の要求を満たすことが可能になる．   

3．4分類スキーム  

IPしAsiaでは，ブラウジング検索と検索語による検索機能を提供している．このブラウジン   
グに使われるカテゴリを分けるために何らかの分類スキームが必要となり，いくつかの分類を   
比較・調査した上でIPL－Asia用の分類スキームを定めた．   

伝統的な公共図書館の利用者層を考え，すべての利用者がアクセスしやすくするためのクラ   
スを構築するために，大分類は一般，青少年，児童とし，そのサブクラスを語順にした．以下に   
語順による分類を紹介する．  

表3語順による分類  

利用対象   主  題   

エンタテインメ ント＆レジャー  
科学及びテクノロジ  

教育  

経済及び経営  

一 般  芸術及び人文科学  
健康及び医学  
コンピュータ＆インターネット  

社会＆生活情報  

地域情報  
法，政府及び政治  
メディアとニュース  

レファ レンス   

科学  

学校の時間  
芸術  

健康及び栄養  
コンピュータ  

人文及び社会科学  
青 少 年                    スポーツ及びレクリエーショ ン  

青少年の生活  

先生及び親  

組織及び機構  

大学  

レファ レンス  

我々の世界   

エンタテインメ ント  

学校の時間  
芸術  

健康  

コンピュータ及びインターネット  

スポーツ及び趣味  

児 童  
先生及び親  

組織及び機構  

世界と社会  
ニュースとメディア  

レファ レンス  

10代の生活   
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3．5InternetPublicLibraryAsiaのサービス  

ウェブ上で公共図書館の機能を果たすIPしAsiaは伝統的な公共図書館の特徴とウェブサイト  
の特徴を両方持っている．伝統的な公共図書館の特徴としては，IPL－Asiaでは公共図書館のよう  
に利用者層を「一般」，「児童」，「青少年」に想定し，情報資源選定基準に従って厳選した情報  
資源のみを利用者に提供する．様々な利用者は関JL、分野や主題にアクセスする方法などが異な  
ると考えられるため，使用者グループの特性化を行い，グループに合わせたサービスを提供する．   

ウェブサイトの特徴として挙げられることは，多様な検索方法の提供で，「主題別のブラウジ  
ング」，「検索語による検索サ｝ビス」などが提供され，利用者は自分にとってアクセスしやす  
い方法を利用して情報検索することができる．   

これらのサービスに加えて，IPL－Asiaでは多言語メタデータや多言語サブジェクトゲー トウ  

ェイを提供することによって多言語情報資源へのアクセスを援助し，国内の公共図書館が独自  

に電子化して持っているコンテンツを対象とし，多言語メタデータを作成，提供している．   

4．‡nternetPub量icLibraryAsiaの実現   

4．1多言語メタデータ   

4．1．1多言語メタデータの協調作成作業   

一つの情報資源に対して複数の言語でメタデータを作成する．しかし，一人のメタデータ作成  
者が日・中・韓・英すべてのメタデータを記述するのは難しいため，IPしAsiaでは日本語，中国  
語，韓国語をそれぞれ母国語として使っている複数のメタデータ作成者の協調作業によってメ  
タデータを作成する．その時メタデータ作成者間の共通語としては日本語を用いる．以下はIPし  
Asiaにおけるメタデータ作成の手順である．   

（1）よい情報資源を多く紹介しているウェブページ（以下情報資源のための情報資源）を収  
集して，全てのメタデータ作成者が参考できるようにして置く．  

（2）情報資源の収集を行う∴情報資源のための情報資源を用い，母国語の資料を収集する．  
（3）（2）を行った人が自分の母国語＋日本語でメタデータを作成し，データベースに登録する．  

（4）データベースの管理者は次のメタデータ作成者が作業しやすくするために登録されたメタ  
データに例えば「中国語が入っていない」とか「日本語が完全ではない」のように印をつ  

ける．  

（5）（2），（3）を行った作成者以外のメタデータ作成者が（3）の未完成のメタデータを完成させ，  
再びメタデータのデータベースに登録する．  

例えば韓国語を母国語として使っているメタデータ作成者が韓国語の情報資源を収集して，  
韓国語と日本語のメタデータを作成し，データベースに登録しておく．すると，後で中国語を母  
国語にするメタデータ作成者が先のメタデータに中国語を追加し，再びデータベースに登録す  

る．すると後で英語を母国語にしているメタデータ作成者が英語を追加してデータベースに登  

録する【13】  

図1多言語メタデー タ作成方法  
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4．1．ヱⅩM乱によるメタデータの表現   

各メタデータはXML形式に記述され，XSLスタイルシートを用い，ウェブ上に表示される．  
次の図2は，このような過程を経て得られたHTMLのファイルで，ある韓国の情報資源に対する  
4カ国語で記述された多言語メタデータである．  
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ガお㌫   
定遥遠競長鍼感  

図2多言語メタデータ   

4．2 多言語ユーザインタフェース  

エーザインタフエースはメタデータと同様に日・中・韓・英によって構築し，ページのシ  

ンプル性などを考慮して最初の画面以外は言語毎に独立させることにした．しかし，今後，利  

用の便利さなどの角度から検討もして，一番便利で，効率の良いユーザインタフェースを用い  
ることが望ましい．以下に本システムで使用する多言語ユーザインタフェースについて紹介  

する．  

ルター如柑朋風脚M励   

－一 敗：捜索された債脚有り遇ぎて肇んでますれ  

腿された榊資‡がここにあ推す．  

楕少年：中・富校生州用可麓な入試僑‡や斬に関する債乱  

その以外にもいろんな有益な榊が射たくさん！  

摘 書：児童や乱鮒に有益な教育や娯如榊j柑。  

刷珊：捌班の榊珊。  

ルファレンス：ウェブ上でのレフルンスサービス。  

あなたの恥をボランテげ司‡たちが手伝ってくはす！  

図4IPしAsiaの日本語の最初の画面  図3IPしAsiaの最初の画面  
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図3は1PしAsiaの最初のページで，ここでは日本語，韓国語，中国語，英語の4カ国語と国旗  

で各ページにアクセスできるようになっている．この画面で利用者は，自分が得意とする言語で  
記述されたユーザインタフェースに入ることができる．すなわち，この画面は各言語のエーザイ  

ンタフエースへの入口で，図4がこの画面から入った日本語の最初の画面である．ここでは，カ  

テゴリ毎の説明を利用者層を考慮して記述し，各コレクション及び利用案内やFAq等へのリン  
クを張っている．  

鹿腰  

檎集の音請を選択Lてください．  
弼  

檎集結黒として見たい濾料を選択してください．  

r‡ヨ木拝一輝取繕「中加持  

繊褒請「’－’‾‾‾師稲  

侵9£触ゴ’■…  

髄滋幽  

l乱本踏の資料  

。子供みらい軋叫川仰岬小切珊㌦飯山血欄m皿紬．加   
冨山県で遷せしている子供センターのホームページ。構成は子供みらいせ遇乱打内線介、交通業   
内、利用案内、リンク隷lこなっている．  

ユ織田措の資料   

○子供図書館ん坤／′ねんJ〟√…JJ占加仙川〟   

靖国唯一の子供国書乱国書館の紹れ渦料慕内、施政茶内、主宰寧換及び行事、情報檎兼、お勤   
めサイトに分けられている。毎年利用者の瀬足度を鯛董．分析し、その結果をウニ7上で見られるよう   
にしておいた．希兢偽書が掲示板を通して申請でさ、その館兼も新♯図書で謙放で舎る．  

ユ中Ⅳ拝の資料  

。厳摂生生年児蕊凰孤虚ふ坤ノ仙，人野†．唖   
メタデータ   
国書目録検束、枝番情報照会、漫圏世界、扶書落臥科学戯地、赤ちやんのパラダイス、阿鼻館紹   
九外交情報、オンライン閲臥英掃の勉嵐随著伝言  

●．茎之空烹∠迎と  

●学校の隋Ⅶ 欺科目の解鍼を放っているページや学級の紆凱＝役に立つページを蝕めておいたカテ  

ゴリ  

t羞虚  
子供遵が芸術を理解しやすく卿ナてくれるページを集めておいたカテゴリ  

臓嘗地幽幽鵬鵬郷  搾相銀  

図5児童の画面  図‘検索結果の画面   

図5は，児童向けの情報資源へのサブジェクトゲートウェイで，本格的な検索が行える画面で  

ある・まず，検索に用いる言語と検索結果として求める情報資源の種類（どの言語で記述されてい  
る情報資源）を選択し，検索語を入力して検索を行う．ブラウジングによる検索もでき，分類は他  

のページと同じように語順によるものになっているが，子供に最も親しみやすい分類を用いる  

ことが望ましい．この画面で検索語を日本語に，検索結果として求める情報資源を日本語・中国  

語・韓国語に選択したら，図6のように日・中・韓の情報資源がすべて日本語によって紹介され  
る検索結果を得ることができる．利用者はここから，その情報資源に直接アクセスすることも可  
能であり，その情報資源に関するメタデータを閲覧することも可能である．   

下の図7は，ある韓国語の情報資源に対する日・中・韓・英のメタデータで，図8は，その多  
言語メタデータから日本語のみを選択した画面である．  

由二地軸＿吐触  

憲麗廃麗産廃  

芸＃室ヨ靂藁≡靂軍産毒筆軍提琴琶遥量謬靂童準賢者芸   

塵認諾蛋麺姦 ＝＝辿 
警崇諾慧慧ニ：－  

感㈱蜘 

図8日本語のみメタデータ検索結果画面  図7多言語メタデータの検索結果画面   
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4．3メタデータデータベースの構成  

既存のリレーショナルDBの利用やⅩML文書の構造をそのまま格納できるデータベースの  

利用なども検討したが，多言語への対応や開発プラットフォームの問題から，現在はJavaとサー  

ブレットを用いて作成したプログラムを利用し，XML形式で記述したメタデータをPostgreSQL  

を用いてデータベースに蓄積している，   

S．おわりに  

本稿では，IPL－Asiaの概要及び実例を紹介した．メタデータスキ小マの検討を行い，それに従  

って協調作業を用いた多言語メタデータの作成を実際に行った．また，多言語エーザインタフエ  

ースのプロトタイプを作成し，分類スキームや情報資源選定基準などを定めた．今後は，多言語メ  

タデータの作成を続けて行い，IPしAsiaをシステムとして完成させていく予定である．   

謝■辞  

多くの方に手伝っていただきながら本研究を行いました．本研究室の先生たちと多言語メタ  
データ作成者たちに感謝いたします．特に，公共図書館の電子化貴重資料のメタデータを作成し  

ていただいた本学の4年生加藤愛子さんと多言語メタデータ用エディタを作っていただいた趨  

に誠に感謝します．   
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